平成30年度全国学力・学習状況調査報告書　中学校数学 by 国立教育政策研究所
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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 







小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 
【中学校調査】 
中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年， 





















   悉皆調査 
 
（５）調査日時  
平成 30 年 4 月 17 日（火） 
   
【小学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  
国語Ａ，算数Ａ 










【中学校調査】             















本文_CS6.indd   2 2018/08/02   16:37
（６）集計児童生徒・学校数
① 集計基準










公立 1,058,472人 1,030,031人 1,036,823人 
国立 6,509人 6,399人 6,426人 
私立 12,949人 6,990人 7,036人 
合計 1,077,930人 1,043,420人 1,050,285人 
（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3 学年， 






公立 1,018,983人 967,196人 969,962人 
国立 10,731人 9,988人 10,444人 
私立 80,271人 30,906人 31,479人 


























































































































語 句  説       明 























本文_CS6.indd   5 2018/08/02   16:37
-6-
本文_CS6.indd   6 2018/08/02   16:37
２．教科に関する調査の結果（概要）
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◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点 ( )内の記号は，A･･･数学Ａ，B･･･数学Ｂ
〔 〕内の記号は，問題番号
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【数学Ａ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,007,851 人 24.0 問/36 問 66.6％ 25.0 問 8.1 32 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






数と式 12 71.6 
図形 12 69.6 
関数  8 56.1 
資料の活用  4 63.8 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方  0  
数学的な技能 14 70.9 
数量や図形などについての
知識・理解 22 63.9 
問題形式 
選択式 18 62.0 
短答式 18 71.3 













































































































































１（１） 1(1)ア ○ ○ 94.7 0.4
１（２） 1(1)ア ○ ○ 69.7 7.1
１（３） 1(1)ウ ○ ○ 69.3 0.9
１（４） 1(1)ｱ,ｴ ○ ○ 54.8 0.1
２（１） 1(2)エ ○ ○ 42.1 8.2
２（２） 2(1)ア ○ ○ 91.3 2.4
２（３） 1(2)エ ○ ○ 79.1 4.6
２（４） 2(1)ウ ○ ○ 49.2 14.8
３（１） 1(3)イ ○ ○ 64.8 0.6
３（２） 1(3)ウ ○ ○ 88.2 4.8
３（３） 2(2)ウ ○ ○ 80.4 4.4





○* ○ 67.5 0.3
４（２） 1(1)ア ○ ○ 55.6 0.7
４（３） 1(1)イ ○ ○ 66.6 4.3
５（１） 1(2)ア ○ ○ 74.8 1.4
５（２） 1(2)イ ○ ○ 82.8 2.8
５（３） 1(2)イ ○ ○ 84.0 0.3
















































等式 S＝  ah  を，aについて解く
a＝３，b＝－４のときの式 a－２b  の値を求
める
６a２b÷３a  を計算する




































































































































６（１） 2(1)ア ○ ○ 72.2 0.4
６（２） 2(1)イ ○ ○ 76.3 0.4
７（１） 2(2)ア ○ ○ 72.4 0.5
７（２） 2(2)ウ ○ ○ 78.6 0.5
８ 2(2)イ ○ ○ 46.1 0.6
９（１） 1(1)イ ○ ○ 66.4 1.2
９（２） 1(1)エ ○ ○ 55.9 12.6
９（３） 1(1)エ ○ ○ 53.3 1.3
１０ 1(1)ウ ○ ○ 70.6 2.9
１１（１） 2(1)イ ○ ○ 46.3 14.4
１１（２） 2(1)イ ○ ○ 57.0 0.9
１２ 2(1)ア ○ ○ 36.3 1.0
１３ 2(1)ウ ○ ○ 63.4 1.8
１４（１） 1(1)ア ○ ○ 68.8 1.4
１４（２） 1(1)ア ○ ○ 74.3 4.5
１５（１） 2(1)ア ○ ○ 40.2 1.7
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【数学Ｂ】 
生徒数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 
1,007,783 人 6.7 問/14 問 47.6％ 7.0 問 3.5 5 問 
 
正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:生徒の割合）     正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 
  
 
分類・区分別集計結果                       正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 






数と式  4 52.0 
図形  3 47.5 
関数  3 53.4 
資料の活用  4 38.9 
評価の 
観点 
数学への関心・意欲・態度  0  
数学的な見方や考え方 10 45.9 
数学的な技能  4 52.0 
数量や図形などについての
知識・理解  0  
問題形式 
選択式  2 62.1 
短答式  7 56.9 






























































































































































○* ○ 56.7 10.8
１（２） 2(1)ｱ,ｲ ○ ○ 44.7 6.8
１（３） 2(1)イ ○ ○ 37.2 24.3
２（１） 1(1)ウ ○ ○ 89.7 4.3
２（２） 2(1)ｲ,ｳ ○ ○ 38.6 24.3
２（３） 2(1)ｲ,ｳ ○ ○ 68.9 1.0
３（１） 2(1)ｲ,ｴ ○ ○ 68.3 0.5
３（２） 2(1)ｲ,ｴ ○ ○ 78.2 6.7
３（３） 2(1)ｲ,ｴ ○ ○ 13.9 32.7
４（１） 2(2)ウ ○ ○ 56.0 0.7
４（２） 2(2)ｲ,ｳ ○ ○ 43.3 6.0





○* ○ 16.9 23.4
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（６）教育委員会の状況 
 
［数学Ａ］                  ［数学Ｂ］ 
   
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）      正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合） 




［数学Ａ］                  ［数学Ｂ］     
     
正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）          正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合） 
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（８）国・公・私立学校の状況 
 
［数学Ａ］                  ［数学Ｂ］ 
＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）    ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合） 
     
＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）    ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）   
     
＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）    ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：生徒の割合）      
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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資 料 略 称
「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ 「４年間のまとめ【○学校編】」
～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」
「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」
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１ (1) １ －１８ と解答しているもの。 94.7 ◎
２ ０ と解答しているもの。 0.0
３ －２２ と解答しているもの。 3.4
４ －４０ と解答しているもの。 0.0
５ １８ と解答しているもの。 0.3




○ 正答率は 94.7％ であり，数直線上での負の数の大小関係を基にして，点に対応する数を
読み取ることができていると考えられる。
































１ (2) １ ６，－６ と解答しているもの。 69.7 ◎
２ ６ と解答しているもの。 1.3































１ (3) １ －５０ と解答しているもの。 69.3 ◎
２ ５０ と解答しているもの。 18.8
３ －２０ と解答しているもの。 4.9



































１ (4) １ ア と解答しているもの。（（－３）＋（－７）） 6.3
２ イ と解答しているもの。（（－３）－（－７）） 54.8 ◎
３ ウ と解答しているもの。（（－７）＋（－３）） 6.5








































２ (1) １ ３a＋４b≧１５ と解答しているもの。 42.1 ◎
２ ３a＋４b＞１５ と解答しているもの。 13.6
３ ３a＋４b＝１５ と解答しているもの。 9.7
４ ３a＋４b≦１５ と解答しているもの。 8.1










解答類型６の反応率が 10.8％ である。この中には，「３a＋ b≧１５」や


























２ (2) １ ２ab と解答しているもの。 91.3 ◎
２ ２a２b と解答しているもの。 0.8
３ ２a３b と解答しているもの。 1.2










本設問を使って授業を行う際には，６a２b＝６× a× a× b と指数を含む文字式の意味
を読み取る活動を取り入れることが考えられる。
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２ (3) １ １１ と解答しているもの。 79.1 ◎
２ －５ と解答しているもの。 5.5
３ －３ と解答しているもの。 2.4
４ －４ と解答しているもの。 0.4
５




































２ (4) １ と解答しているもの。 49.2 ◎
２ ２S－ h と解答しているもの。 1.7

























































































































３ (2) １ （x＝）１５ と解答しているもの。 88.2 ◎
２ （x＝） と解答しているもの。 0.2
３ （x＝） と解答しているもの。 0.1




○ 正答率は 88.2％ であり，比例式 x：２０＝３：４ の x の値を正しく求めることができ
ている。
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２．分析結果と課題
５x－２y＝１０
○ 正答率は 80.4％ であり，連立二元一次方程式 の x と y の値を正し
３x－２y＝２
く求めることができている。
○ 解答類型２の反応率が 7.9％ である。この中には，「（x ＝）４，（y ＝）－５」という解
答がみられた。これは，解である x については正しく求めているが，求めた x の値を代入

































イを選択し，x － y ＝６ …［2］ と解答しているもの。または，
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２．分析結果と課題




























































○ 解答類型２の反応率が 24.4％ である。この中には，ひし形が点対称な図形であることを
理解していない生徒がいると考えられる。
-45-






























４ (2) １ ア と解答しているもの。（頂点Ａを通り辺ＢＣに垂直な直線） 7.0
２ イ と解答しているもの。（頂点Ａと辺ＢＣの中点を通る直線） 25.2
３ ウ と解答しているもの。（辺ＢＣの垂直二等分線） 11.5
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２．分析結果と課題





























































































５ (2) １ 球 と解答しているもの。 82.8 ◎
２ 円柱 と解答しているもの。 3.9
３ 円錐 と解答しているもの。 1.2



































５ (3) １ ア と解答しているもの。 0.5
２ イ と解答しているもの。 14.6
３ ウ と解答しているもの。 84.0 ◎




○ 解答類型２の反応率が 14.6％ である。この中には，円柱の立面図を円柱の底面である円
と誤って捉えている生徒がいると考えられる。
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５ (4) １ ア と解答しているもの。（ ） 5.4
２ イ と解答しているもの。（ ） 58.5 ◎
３ ウ と解答しているもの。（ ） 18.2
４ エ と解答しているもの。（ ） 12.1











































































６ (1) １ ア と解答しているもの。（∠ b＋∠ c ） 72.2 ◎
２ イ と解答しているもの。（∠ b－∠ c ） 1.3
３ ウ と解答しているもの。（１８０°－∠ b ） 2.7
４ エ と解答しているもの。（１８０°－（∠ b＋∠ c ）） 20.8




○ 解答類型４の反応率が 20.8％ である。この中には，頂点Ａにおける外角∠ x の大きさ
を求める際に，∠ xが１８０°と頂点Ａにおける内角の差に等しいことと，∠ xがそれと隣り



























６ (2) １ ア と解答しているもの。（図１より図２の方が小さくなる。） 6.3
２ イ と解答しているもの。（図１と図２で変わらない。） 76.3 ◎
３ ウ と解答しているもの。（図１より図２の方が大きくなる。） 10.8
















































７ (1) １ ア と解答しているもの。（ＡＢ＝ＤＥ，ＡＣ＝ＤＦ） 8.7
２ イ と解答しているもの。（ＢＣ＝ＥＦ，ＡＣ＝ＤＦ） 7.1
３ ウ と解答しているもの。（ＡＢ＝ＤＥ，∠Ａ＝∠Ｄ） 72.4 ◎












































２ イ と解答しているもの。（４つの辺はすべて等しい。） 6.3
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１．解答類型と反応率
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数学Ａ９ 比例定数の意味・変域・反比例のグラフ
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２．分析結果と課題











比例定数の意味を理解できるように指導することが大切である。その際，y が x に比例
するとき，x と y の関係を表に表し，そこから x と y の間にどのような関係があるかを調
べ，x の値が負の数の場合も含めて，x と y の対応関係や変化の様子を捉える活動を取り入
れることが考えられる。
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設問(２)
趣旨













９ (2) １ １≦ y≦２ と解答しているもの。 55.9 ◎
２ ２≦ y≦１ と解答しているもの。 0.2
３ ３≦ y≦６ と解答しているもの。 2.0
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２．分析結果と課題





「与えられた比例のグラフから，x の変域に対応する y の変域を求めること」に課題がある
と分析している。これに関連して本設問では，「比例のグラフから，xの変域に対応する y
の変域を求めること」をみる問題を出題した（正答率55.9％）。今回の結果から，改善の傾






本設問を使って授業を行う際には，まず x の変域をグラフ上で確認し，与えられた x の
変域の端点に対応するグラフ上の点を求め（図１），それらを端点とするグラフ上の部分がど
こになるかを確認し（図２），さらにそのグラフの部分を y 軸に対応させて，y の変域を読み
取る（図３）活動を取り入れることが考えられる。その際，x の変域を決めると y の変域も
決まるということを確認することが大切である。このように変域を視覚的に捉えることは，


























９ (3) １ ア と解答しているもの。 9.4
２ イ と解答しているもの。 11.6
３ ウ と解答しているもの。 53.3 ◎
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２．分析結果と課題
○ 解答類型１の反応率が 9.4％，解答類型２の反応率が 11.6％ である。これらの中には，
与えられたグラフと表の対応する xと yの値の組を関連付けることができていない生徒が
いると考えられる。









































２ （３，－２） の位置に印をつけているもの。 4.6
３ （２，３） の位置に印をつけているもの。 1.0
４ （－２，－３）の位置に印をつけているもの。 1.1

























本文_CS6.indd   75 2018/08/02   16:37
２．分析結果と課題
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数学Ａ11 一次関数の増加量・グラフ
出題の趣旨
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設問(１)
趣旨













11 (1) １ ６ と解答しているもの。 46.3 ◎
２ ２ と解答しているもの。 5.7
３ ３ と解答しているもの。 2.4
４ ９ と解答しているもの。 0.5
５ １５ と解答しているもの。 5.0
６ ７ と解答しているもの。 1.2




○ 解答類型99の反応率は 21.0％ である。この中には，「１３」という解答がみられた。こ




において，「比例の式について，x の値の増加に伴う y の増加量を求めること」に課題があ
ると分析している。これに関連して本設問では，「一次関数 y＝ ax＋ b について，xの値
の増加に伴う yの増加量を求めること」をみる問題を出題した（正答率46.3％）。
-78-
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３．学習指導に当たって
○ xの値の増加に伴う yの増加量を求めることができるようにする






るときの y の増加量は６であり，x の値が－５から－１まで４増加するときの y の増加量
は８であることを xと yの表で確認する活動を取り入れることが考えられる。
xの増加量 －１－（－５）＝４ ４－１＝３
x ･･･ －５ ･･･ －１ ･･･ １ ･･･ ４ ･･･
y ･･･ －３ ･･･ ５ ･･･ ９ ･･･ １５ ･･･
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設問(２)
趣旨













11 (2) １ ア と解答しているもの。 25.5
２ イ と解答しているもの。 3.8
３ ウ と解答しているもの。 7.1
４ エ と解答しているもの。 5.6




○ 解答類型１の反応率が 25.5％ である。この中には，一次関数 y＝－２x＋６ のグラフ







H19Ａ11(2) 一次関数 y＝－３x＋２ のグラフを選ぶ 60.4％
H26Ａ11(2) 一次関数 y＝３x－４ のグラフを選ぶ 75.5％
-80-
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３．学習指導に当たって
○ 一次関数の式とグラフの特徴を関連させて理解できるようにする
一次関数 y＝ ax＋ b の aがグラフの傾き，bがグラフの切片であることを理解できるよ
うに指導することが大切である。その際，a の値と b の値をそれぞれ変えたときのグラフの
様子を視覚的に捉える活動を取り入れることが考えられる。
本設問を使って授業を行う際には，y ＝－２x ＋６ に対して，y ＝－２x －６，
y＝２x＋６，y＝２x－６ のグラフをかき，y＝ ax＋ b の aの値と bの値がグラフにお
いてどのような意味をもつか，式とグラフを相互に関連付けて考察する活動を取り入れるこ
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２．分析結果と課題
○ 解答類型１の反応率が 13.4％ である。この中には，比例と一次関数を区別するための条
件が理解できていない生徒がいると考えられる。
解答類型２の反応率が 23.7％ である。この中には，１５００ｍの道のりを歩いた距離が増

















関係であることを確認した上で，x と y の関係を x ＋ y ＝１５００ のような式で表した場合，
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１．解答類型と反応率




13 １ ア と解答しているもの。（点Ａである。） 5.6
２ イ と解答しているもの。（点Ｂである。） 63.4 ◎
３ ウ と解答しているもの。（点Ｃである。） 8.2








○ 解答類型１の反応率が 5.6％，解答類型３の反応率が 8.2％，解答類型４の反応率が 7.0
％ である。これらの中には，グラフと x 軸，y 軸との交点が連立二元一次方程式の解であ
ると捉えている生徒がいると考えられる。
解答類型５の反応率が 13.9％ である。この中には，連立二元一次方程式の解を座標とす








類型１ 類型２ 類型３ 類型４
類型５
類型99 類型０



















































14 (1) １ ア と解答しているもの。 7.1
２ イ と解答しているもの。 7.1
３ ウ と解答しているもの。 9.1
４ エ と解答しているもの。 6.5










































14 (2) １ ４７ と解答しているもの。 74.3 ◎
２ ４４ と解答しているもの。 3.0
３ ４６ と解答しているもの。 7.5
４ ４５ と解答しているもの。 4.7




○ 解答類型３の反応率が 7.5％ である。この中には，与えられた記録から求めた平均値を
解答した生徒がいると考えられる。
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最頻値 中央値 平均値 最頻値中央値平均値
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15 (1) １ ア と解答しているもの。（相対度数は１に近づく。） 20.1
２ イ と解答しているもの。（相対度数は０．５に近づく。） 40.2 ◎
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数学Ｂ１ 不確定な事象の数学的な解釈と判断（アンケート）
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１ (1) １ ０．７ と解答しているもの。 56.7 ◎





４ ２１０ と解答しているもの。 4.3
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２．分析結果と課題
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２．分析結果と課題
○ 解答類型５の反応率が 11.6％ である。この中には，４曲の中から選ぶことだけに着目し
た生徒がいると考えられる。
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１．解答類型と反応率




















１ (a)，(b)について記述しているもの。 8.5 ◎
２ (a)のみを記述しているもの。 3.5 ○
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２．分析結果と課題


































































２ (1) １ ２８ と解答しているもの。 89.7 ◎
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１．解答類型と反応率























１ ４（n－３） (a)，(b)について記述しているもの。 14.3 ◎
２ (a)のみを記述しているもの。 0.1 ○
３ (b)のみを記述しているもの。 6.2 ○
４ (a)，(b)について記述していないもの。 1.2 ○
５ (a)，(b)の記述に誤りがあるもの。 0.1
６ ４n－１２ (c)，(d)について記述しているもの。 3.7 ◎
７ (c)のみを記述しているもの。 0.3 ○
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２．分析結果と課題









































２ (3) １ アを選択し，４，２ のいずれかを解答しているもの。 57.3 ◎
２ イを選択し，２ と解答しているもの。 11.7 ◎



































































３ (1) １ ア と解答しているもの。（列車の速さ） 68.3 ◎
２ イ と解答しているもの。（列車の出発時刻） 6.3
３ ウ と解答しているもの。（列車の到着時刻） 6.7


































３ (2) １ ①に ２ と解答し，②に ４ と解答しているもの。 78.2 ◎
２ 上記１以外で，①に ２ と解答しているもの。 2.4
３ 上記１以外で，②に ４ と解答しているもの。 2.4
４ ①に ４ と解答し，②に ２ と解答しているもの。 0.5
５ 上記４以外で，①に ４ と解答しているもの。 1.4
６ 上記４以外で，②に ２ と解答しているもの。 0.5
７ ①，②のいずれかに，２ と ４ の両方を解答しているもの。 0.0
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１．解答類型と反応率



















３ (b)についての記述が十分でなく，(a)について記述しているもの。 9.1 ○
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２．分析結果と課題































エの２つのグラフについて，y の値が６のときの x の値の差を求める。」や「列車アと列車






























４ (1) １ ア と解答しているもの。（ＥＢ＝ＦＤ） 56.0 ◎
２ イ と解答しているもの。（ＥＤ＝ＥＦ） 9.6
３ ウ と解答しているもの。（ＯＥ＝ＯＦ） 25.3






























































ウ ②，③より，ＯＡ＋ＡＥ＝ＯＣ＋ＣＦ ……④ と解答している
43.3 ◎
を もの。（ＯＥ＝ＯＦが導けるものを含む。）
２ 選 上記１以外を解答しているもの。 9.2
３ 択 無解答 7.2
４
エ ＯＥ＝ＯＦが成り立つ根拠を記述し，ＯＥ＝ＯＦ ……⑤ と解
0.0 ◎
を 答しているもの。
５ 選 上記４以外を解答しているもの。 5.2
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２．分析結果と課題




















































５ (1) １ と解答しているもの。 13.6 ◎
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２．分析結果と課題
○ 解答類型３の反応率が 20.1％ である。この中には，通常料金の３５００円を基準量，値引
き額の５６０円を比較量として，割合を求めるための式を書くことはできたが，百分率で表
現することができなかったと考えられる。
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１．解答類型と反応率



























３ (a)について，計算結果が一定であることを記述しているもの。 10.2 ○
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２．分析結果と課題
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